
奨学のための給付金（家計急変世帯への支援） 申請書記入例

1枚目オモテ(１ページ目) 1枚目ウラ(２ページ目)

過去に高等学校等に在学したことが
ないことを確認し、チェック。

生徒の保護者等について記入。
㊟保護者等が1名の場合は、上の枠のみ記入。

上の申請者と住所が同じ場合はチェック。
（記入が省略できます。）

①～⑪までをよく読みチェック。

離職・廃業日、休職・休業の開始日、収入が減少し始めた日などを記入してください。
（離職票や廃業等届出書などに記載されている日付をご確認ください。）

振込を希望する口座
の通帳等の写しを
貼り付けてください。
生徒本人や、保護者
以外の名義でも指定
可能です。
・金融機関名
・預金種別
・口座番号
・口座名義人(カナ)
のわかる部分の写し
を必ず貼り付けてく
ださい。

実際に記入する日付を記入。

申請書２枚目の記入も必要です！

生活保護（生業扶助）を受給しておらず、
家計急変により生徒の保護者等全員の
令和８年度住民税の所得割額該当する場合、
①～③の該当する項目をチェック。

基準日現在の生徒の国籍をチェック。
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２枚目(３ページ目)

③ ②－2に該当する場合では「（６）扶養誓約欄」
を記入してください。

注：②－1に該当する場合は記入不要です。

① 保護者等それぞれの扶養親族の人数
を記入してください。

②－1 提出する課税証明書類に記載されている
扶養親族の数と①に記入した数とが同じである

→「課税証明書等のとおりです。」にチェック

②－2 課税証明書類に記載されている扶養親族の
数と①に記入した数とが異なる場合

→「下記（６）のとおり誓約します。」にチェック
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